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　　　　　　　　　　 目的
　報酬 の 得 られ る確率が低下するに伴い 、その報酬の

主観的価値が低下する現象を確率割引 （probabihstic
discounting）とい う。仮想の選択場面を用い て ヒ ト

の確率割引を検討 した先行研 究では、不確実大報酬と

の 間で 主観的に等価な、確実報酬額を求める とい う方

法で確率割引を測定 してい るe そ の結果、確率割引が

双 曲線関数 （hyperbolic且mction ）によっ て うま く記

述でき ること （Rachlin，　Rainert ＆ Cross
，
1991）

や、不確実報酬量が増加するに伴っ て、割引率が上昇
する報酬量効果 （reward 　amount 　effect ）の生 じる
こ とが報告されて い る （Green，

　Myerson，＆

Ostaszewski，1999）。しか しなが ら、同様の報酬量

効果が、ヒ ト以外の 動物にお い て も生 じるか どうか は 、

ほ とん ど検討がなされて い ない。そこで 本研究で は、
ハ トを対象に 、 確率割引におけ る報酬量効果を調べ る

こ とを 目的とした。
　本研究では、確率割引を測定するための方法として 、
並立連鎖 ス ケジ ュ

ー
ル に基づ く不確実報酬と確実報

酬間の選択場面を用い た 。 従属変数として 、 主観的等

価点で はなく、不確実報酬 の 選択率を用い 、選択率

データに対して、割合の形式に変形した割引関数を適

用する こ とに より割引率を推定した。そ の 理 由は 、ヒ

トと同様の方法で確率割引を測定した場合、　 （1）実

験セ ッ シ ョ ン 内 で報酬 と し て 呈示する餌の 量が多く

な り十分 な試行数を実施できない 、 （2）　 （1）と同じ

理 由に より、 条件間で報酬量に大 きな違い を設定で き

ない、　 （3）報酬量条件間で 割引率に違い が見られ た

場合、 割引率が変化した の か 、あるい は報酬量に対す
る感度が変化したの かを区別できない （佐伯，2011）
等の問題が生じるか らである。
　　　　　　　　　　方法

　被験体 ： 実験経験の あるデ ン シ ョ バ ト8個体を用 い

た、体重は自由摂食時の 80 ％に維持 した、
　装置 ：3つ の反応キ

ー
の あるハ ト用実験箱4台を用 い

た。前面壁には、左 、中央、右の位置関係で反応キ
ー

が配置されてい た 。 本研 究では左右2つ の キ
ーの み を

用い た。強化時には、前面壁下部にある開 口部に餌ペ

レ ッ ト （BioServe，
20　mg ）が呈示された 。 実験制御

と反応 の 記録は、隣室に設置 されたパ ーソナル コ ン

ピュ
ータにより行っ た。 実験プ ロ グラム は 、 Visual

Basic　Ver．6．Oによ り作成された。
　手続き ：選択期に単

一
の変動時隔 （VI） 15秒 ス ケ

ジ ュ
ール を、結果受容期 に固定時 隔 （FI）2秒 ス ケ

ジ ュ
ー

ル を配置 した並立連鎖 ス ケ ジ ュ
ー

ル を用い た。
各選択期におい て 、左右い ずれ の 選択肢か ら結果受容
期に移行するか は、等頻度か つ 無作為な順序で 定め ら

れ て お り （Stubbs＆ Pliskeff
，
1969 ）、VI値が満た

された後に、そ の試行で強化され るように定められた

選択肢に反応が あれば結果受容期へ と移行 した。結果

受容 期に移行する と、選択されなか っ た方 の 選択肢は

消失し、選択された方の選択肢の 色が、確率条件に応

じて変化 した 。 結果受容期では、皿 2秒ス ケジ ュ
ール

を満たす反応があれば、開口部が照明され 、 餌ベ レ ッ

トが呈示 された。1セ ッ シ ョ ン は30試行か らなっ た。
一

方の選択肢は確率条件 に基 づ い て 餌ペ レ ソ トが呈

示 され る不確実選択肢で あり、他方の 選択肢は必ず餌
ペ レ ッ トが呈示 される確実選択肢であ っ た 。

　確率条件として、1．0，0．8，
0．6

，
e．4

，
0．2の 5条件を

設定し、実施順序は個体間で相殺 した。 各確率条件を

14セ ッ シ ョ ン 実施 し、選択率が安定基準を満た した ら

次の 条件 へ と移行 した。ただし20セ ッ シ ョ ン 実施して

も反応が安定しない 場合に は 、次の条件へ と移行 した 。

　報酬量条件として、どちらの 選択肢にお い て も報酬

量が 1個である条件と10個で ある条件の 2条件を設定
し、一方の 報酬量条件におい てすべ ての確率条件を終
えて か ら、もう

一
方の 報酬量条件 へ と移行した 。 報酬

量条件の 実施順序は個体間で相殺 した 。

　　　　　　　　 結果と考察

　各条件の 最終6セ ッ シ ョ ン にお ける不確実選択肢の

選択率に対して、割合の形式に変形し た、バ イア ス パ

ラ メ
ー

タ   付 の 双曲線関数を適用し、割引率 （h）
を推定した。図1は、各報酬量条件の群平均値に関数
を適用 した結果 を表す。報酬量は条件間で 1〔賠 違 っ て

い たが、条件問で割引率に有意な違い は見られなか っ

た
。

こ の 結果 は、確率割引に お ける報酬量効果が、ヒ

トに特有の 現象である可能性、または、仮想の 選択場

面で の み見られ る現象で ある可能 陸を示 して い る 。
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図1．不確実選択肢の 強化確率 （負け目）の 関数として の

選択率。hは割引率 を、　 bはバ イ ア ス パ ラ メータ を、　R2は

決定係数 を表す。
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